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　 主訴:多 関節痛,右 手 関節腫脹
　既往歴:1993年より糖尿病
　現 病歴:2003年6月,上 記主訴 に他 院内科受診.エ
コー上右 腎腫瘍 を認 め,同 年10月当院紹介受診.
　 入院時現症:体 温38℃,胸 腹 部理学所見異常 な し.
　入 院 時 検 査 成 績:血 液 生 化 学 的 所 見.WBC;
7,900/μ1,CRP;15.lmg/dl,　IAP;1,381(<500),
内 分 泌 学 的 所 見:ACTH;76.　4　pg/ml(9--52),
cortisol;14.2pg/ml(4.5・-21.1),レニ ン; 9pg/ml
(<2.0),aldosterone;25　pg/ml(45～105),　DHEA-
S;513.と,CRPとIAPの 上 昇 とACTHの 軽度上
昇 を認 める以外 は正常値 であった.
　画 像所 見:CT上 右 腎 上極 に中心 部 に壊 死 を伴 う
9.0×8.5cmの腫瘍 と,両 側 副腎に右:3.5×3.5cm,
左:4.0×4,5cmの腫 瘍 を認 めた(Fig.1,2).その
他遠 隔転移 や リンパ節腫脹,下 大静脈腫瘍塞栓 は認め
ていない.T3aNOMI　Stagc　IVの右 腎細胞癌 の診 断.
同年12月,右 根治 的腎摘 除術 お よび両側副腎摘除術 を
施行 した.
　手術所 見:肋 骨 弓下横切 開にて開腹 し,初 めに左副
腎摘 出 を行 った後,右 根 治 的腎摘 出術 を行 った.途
中.右 副 腎処理 中 に副 腎組織 が一部残存 したが,明 ら
かに正常組織 と思 われ,術 後副腎 クリーゼ,ホ ルモ ン
補充療法 を考 慮 して一 部副 腎組織 を残 した.
　病 理 組 織 学所 見:右 腎 細 胞癌,G3>G2,　alveolar
typc,　clear　cell　subtypc,　INFβ,両側 副腎転移(右 副
腎:直 接浸潤,左 副腎:転 移性)で あった.
　術 後経 過:術 直後 よ りホルモ ン補充療法 を行い,両
側副 腎摘 除後2週 目か ら維 持量(hydrocortisonc　20
mg/日,経口内服)を 継続投 与 とし,副 腎 クリーゼ な
どの術後 合併症 は起 きず に順調 に経過 した.術 直後 は
本人　家 族の強い希望 によ り補助療法 は行 わなか った
が,術 後6カ 月 目に多発 小結 節 の肺転 移 を認め た た
め,イ ンター フェロンの投与 を行 った.術 後15カ月現
在,局 所 再発や肺転移巣の増大 ・増加傾 向な く生存 し
てい る.
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の症例 では80%以上の確率で生 じる との報告 もあ
る1)　さらに,原発腫瘍の組織型別比較においても,
淡明細胞型には副腎転移が多 く,穎粒細胞型や嫌色素






対する手術療法の成績(3年 生存率)と して,完 全切
除症例 に対 しては47%に対 し,非完全切除症例 では







ず,最 終的には病理診断に頼 らざるをえない.本 症例
においては,一般に副腎原発腫瘍で多 く認めるホルモ
ン学的異常を認めず,右 腎腫瘍以外 に明 らかな病変を








像 もなく直接浸潤 とは考えにくく,左副腎腫瘍 と共に
切除可能 と判断 した.右腎腫瘍 と右副腎腫瘍 とは距離
が保たれてお り,副腎摘除の際に一部副腎組織が残存
したが,肉 眼的に正常組織 と思われ,術 後副腎クリー



















































左 腎:記 載 な し
右 腎:20































塩井,ほ か:腎 癌　両側副腎転移 21
という検討がなされている7)副腎転移 を伴う症例で
は腎癌の進行 も早 く,有効な後療法が確立されていな



















4)野 ロ 純 男,執 印 太 郎,高 瀬 和 紀,ほ か:腎 癌 転 移








7)飴 田 　 要,関 　 晴 夫,平 川 和 志,ほ か:対 側 副 腎
　 へ 転 移 し た 腎 癌 。 臨 泌43:609-611,1989
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